
Society of Japan Science Teaching

NII-Electronic Library Service

Soolety 　 of 　Japan 　Solenoe 　Teaohlng

CO5
理科教育に おけるデー タロ ガー

の活用

〜植物の蒸散に つ いて〜

　　　　　○尾上修
一 A

，後藤太一
郎

B

　　　 ONOUE 　Shuichi，　 GαrO　Taichiro
三重大学大学院教育学研究科 A

，三重大学教育学部
B

【キ
ー

ワ
ー

ド】　 デー
タ ロ ガ

ー
，ICT，蒸散 CST

1　 は じめに

　近 年 、 教育現場で は ICT を活用 した授業が推進

され て い る 。 理科教育に お い て も様 々 な ICT 機器

が活用 されて お り、その
一

っ と して 、データ ロ ガ

ー
が注 目され て い る。デー

タ ロ ガ
ー

の 特徴は、セ

ン サが感知 した微弱 な変化 を、数値化 ・グ ラフ 化

で き る こ とであ る 。 こ れ ま で 、変化 に時間が かか

る 実験で は、1 時間の 授業時間内 で は結果 を確認

で きな い こ とが あ っ た 。 しか し、データ ロ ガーを

活用 する こ とに よ り、微 弱な変化を短時間で 読み

取 り 、 リア ル タ イ ム にそ の 変化 を確認す るこ とが

で き る ，

　本研 究で は 、 通 常は 1 時間の 授業内 で 結果を見

る こ とが困難な実験 と して 「植物の蒸散」 を取 り

上げ、教 育用 デー
タ ロ ガ

ー
で あ る PASCO 社 の

SPARK （島津理化）を用 い た 演示 実験の 開発 とそ

の 有用性 を検討 した の で 報告す る 。

2　材料と方法

盥

　小学校の 教科書で道管の は た らき と蒸散で扱 う

ホ ウセ ン カ とセ ロ リをは じめ 、木本植物 として落

葉樹の ア ラカ シ と、ク チク ラ層の 厚い ヤブ ツ バ キ

を用い た 。

墨
　プ ラ ス チ ッ ク容器 （容積 860ml）に、ペ ーパ ー

ク リ ッ プに固定 した材料 の葉 1枚 と、湿度 を測定

で きる気象セ ン サ を設置 し、蓋 を し て 容器 内 の 湿

度変化 を 180 秒間測定 した。測定は 3 回繰 り返 し

た。ま た 、葉面積 も測定 し
、 葉面積当た りの 湿度

変化 量を求 め た 。
こ の デー

タ 50 個体分に つ い て 、

回数 に よる有意差 がみ られ るか を共分散分析 に よ

っ て検定を行 っ た 。

　続 い て 、葉の表裏の 蒸散量 の 違 い を比較す るた

め、先ほ どの 実験装置を用 い て 、次の   〜  の 順

に容器内の 湿度変化をそ れぞれ 180秒間測定 し

た。

　  葉の み

　  葉の 裏面に ワ セ リン を塗布

　  葉の 両面に ワ セ リ ン を塗布

3　結　果

　測 定開始後はセ ン サの 値が不安定なため、測定

開始 60 秒以 降の 120秒間の 湿度変化を比較 した 。

こ の とき、単位は絶対湿度 （g！m3 ）を用 い た。

　蒸散に よる湿度変化は、4 種の 植物 で明瞭 に見

られ た。それ ぞれ の 植物 の 葉 lcm2 お よび 1枚あた

りの 湿度変化 の 平均は以 下 の 通 りで ある 。

材 　料

葉 lcm2 あた りの

　 湿 度変化 の

平均値 （ m3 ）

葉 1枚あた りの

　 湿度変化の

平均値 （ m り

ホ ウセ ン カ 0．084 0630
セ ロ リ 0．067 1．574

ヤ ブツ バ キ 0059 1．338
ア ラカ シ 0，043 1094

　ま た 、 ワ セ リン に よる蒸散抑制効果 は顕著に表

れ、葉の 表裏の 蒸散量の 違い を 明確に示す こ とが

で きた。セ ロ リで は、ワセ リ ン を塗布 しな い 状態

に比 べ 、裏面 に塗布 した 場合で は平均 58．0％、両

面に塗布 した場合 では平均 90．0％の 湿 度変化がみ

られた。

4 　考　察

　従来の 蒸散実験は 、小学校で は 1〜 数時間 、 中

学校で は約 1 日か けて 変化 を観察する。しか も天

候 に よ っ て は 、理想的な結果を得 られない こ とも

あ る 。 しか し、デー
タ ロ ガーを活用すれば 3 分間

で蒸散を リア ル タイ ム に確認で き、ワ セ リン を用

い た表裏の 蒸散量 の 比 較も数分 で で きる。1枚 の

葉だ けで実験 がで きる こ とか ら、そ の 手間もこれ

まで よ りも省略で きる 。 本研 究 では、同 じ葉 を連

続で 蒸散実験に 使用 し て も、そ の 蒸散量が 変化 し

ない こ とが検定で 確認 されて い る。 ワ セ リン 塗布

後の 湿 度変化 の 低下 は、ワ セ リン に よ る効果で あ

り、葉の 裏側 に 気孔が 多く存在す る こ との 証明 と

もな る。 したが っ て、デー
タ ロ ガー

を活 用す る こ

とで 実験時間の 短縮 とな り、授業構成に も広 が り

が で きる とい える。

　また、これ らデー
タ ロ ガーを活用 した理科実験

は、三重大学 CST 養成講座で 、様 々 な分野 にわ た

っ て講習が行 われ て い る。受講 し て い る教員は そ

れ ぞれ の 学校で 実践 を行い 、その 学習効果 も報告

され て い る。
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